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GIST診療ガイドライン改定に関する研究 

 

研究分担者  廣田 誠一 兵庫医科大学 病理学病理診断部門 教授 

 

研究要旨 

希少癌の一つであるGIST (Gastrointestinal stromal tumor) は、その希少性のため一般臨

床医の診断・治療の経験が十分でなく、一般臨床医が適切な診療を行うためには診療ガイド

ラインは必須のものである。前年度までの改訂作業を踏まえ、2022年4月にはMinds診療ガイ

ドライン作成の手引きに準拠した、GIST 診療ガイドライン第4版を、新たなエビデンスを追

加して全面改訂・発刊した。その後、2022年8月には、4次治療薬としての新たなGIST治療薬・

ピミテスピブの製造承認・発売に対応するために、日本癌治療学会のホームページにその使

用に関する情報を載せ、同学会会員に対してもメールを送付した。また、2023年3月のGIST 診

療ガイドライン第4版のWEB版の公開に際しては、GIST 診療ガイドライン第4版にピミテスピ

ブ関係の情報を追加して部分改訂を行った。さらに、日本のGIST 診療ガイドライン第4版の

内容を英文論文において引用できるようにするために、4月からGIST 診療ガイドライン第4

版の英語版の作成に取り組み、英文校正を経て、投稿の直前の段階にまで至った。本研究の

中で、次世代を担う若手研究者に各種作業に関与してもらい、人材育成にも寄与できた。 

 

 

A.研究目的 

希少癌であるGISTに関し、GIST 診療ガイドライ

ン改訂にあたり、Minds診療ガイドライン作成の手

引きに準拠した形式のガイドラインとしての全面

改訂を行うことを支援する。また、GISTに関連した

新たな治療薬の情報提供支援やGIST 診療ガイドラ

インWEB版公開における支援、GIST 診療ガイドライ

ンの英語版の作成作業の支援なども行う。その中で、

次世代を担う若手研究者にガイドラインの策定に

関与してもらい、人材育成にも寄与する。 

 

B.研究方法 

前年度までの改訂作業を踏まえ、Minds診療ガイ

ドライン作成の手引きに準拠した、GIST 診療ガイ

ドライン第4版を、新たなエビデンスを追加して全

面改訂・発刊するため、最終確認作業を行う。GIS

Tに対する新たな治療薬の承認がされれば、その使

用に関する詳細な情報を日本癌治療学会のホーム

ページに載せるとともに、日本癌治療学会会員に対

してその情報についてメールも送付する。また、G

IST診療ガイドライン第4版のWEB版の公開に際し、

必要に応じて、新たに使用できる薬剤の情報を追加
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したうえで、部分改訂版として公表する。日本のG

IST 診療ガイドライン第4版の内容を英文論文内で

引用できるようにするために、GIST 診療ガイドラ

イン第4版の英語版の作成に取り組む。 

（倫理面への配慮） 

ガイドライン策定等に関する研究であり、倫理的

な問題は発生しない。 

 

C.結果 

前年度までの改訂作業を踏まえ、2022年4月には 

Minds診療ガイドライン作成の手引きに準拠した、 

GIST 診療ガイドライン第4版を、新たなエビデンス

を追加して全面改訂・発刊した。その後、4次治療

薬として新たなGIST治療薬・ピミテスピブの製造承

認・発売がされたことに対応するため、2022年8月

には日本癌治療学会のホームページにその使用に

関する情報を載せるとともに、日本癌治療学会会員

に対してピミテスピブの情報についてメールも送

付した。また、 

2023年3月のGIST診療ガイドライン第4版のWEB版の

公開に際しては、部分改訂としてGIST 診療ガイド

ライン第4版にピミテスピブ関係の情報を追加した。

さらに、英文論文において日本のGIST 診療ガイド

ライン第4版の内容を引用できるようにするために、

4月からGIST 診療ガイドライン第4版の英語版の作

成に取り組み、英文校正を経て、投稿の直前の段階

にまで至った。 

 

D.考察 

GIST診療ガイドライン第4版は、当初の予定より

は改訂作業が遅れたが、ようやく刊行にこぎつける

ことができた。また、新たな治療薬の承認・発売に

際して新たにGIST診療ガイドラインの改訂を行う

のではなく、その情報をいち早く一般臨床医に伝え

るべく、日本癌治療学会のホームページに載せると

ともに、日本癌治療学会会員に対してピミテスピブ

の情報についてメールを送付したことは適切な対

応であったと考える。また、その情報をWEB版のGI

ST診療ガイドラインに反映させて部分改訂できた

ことも対応としては適切であったと考えている。日

本のGIST診療ガイドラインを海外に発信すること

や日本のGIST 診療ガイドライン第4版の内容を英

文論文内で引用できるようにするために、GIST 診

療ガイドライン第4版の英語版の作成したことも有

益な作業であったと考える。 

 

E.結論 

希少癌の一つである GIST (Gastrointestinal s

tromal tumor) は、その希少性のため一般臨床医の

診断・治療の経験が十分でない。一般臨床医が適切

な診療を行うためには診療ガイドラインは必須の

ものであることから、Minds診療ガイドライン作成

の手引きに準拠した、GIST 診療ガイドライン第4

版を、新たなエビデンスを追加して全面改訂・発刊

できたことは有意義であった。また、2022年8月に

行った、4次治療薬としての新たなGIST治療薬・ピ

ミテスピブの製造承認・発売への対応やGIST 診療

ガイドライン第4版のWEB版の公開への対応、GIST 

診療ガイドライン第4版の英語版の作成への取り組

みも適切に行うことができた。これらの作業の中で、

多くの若手研究者に関与してもらえたことで、今後

のGIST診療に関連した各種の作業における人材育

成にも寄与できたと考える。 

。 
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